
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人全国植物検疫協会（全植検協）では、農林水産

省の委託を受けて輸出先国の規制に対応するためのサポート

体制整備事業を実施しています。 

輸出に取り組もうとする産地や流通・販売事業者などのみ

なさんの要望に応じて、 

①植物検疫 

②病害虫防除・栽培管理 

③農薬の残留 

等の各分野の専門家を派遣します（詳細は裏面）。 

また、相談窓口を設置していますので、農産物の輸出を検討

され、その手続き等でお困りのことがあれば、お気軽にご相談

ください。 

この事業は、農林水産省からの委託により実施していますので、相談や専門家派遣等に

係る経費等は一切かかりません。  
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（輸出産地カルテ作成にご協力をお願いします。） 
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輸出等相談 
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輸出先国の規制に対応するためのサポート体制整備事業の概要 

 
（１）専門家体制を整備します 

輸出に取り組む産地を技術的にサポートするため、サポート事務局（一般社団法人全国植物検疫協会（全

植検協））に、①植物検疫、②病害虫防除・栽培管理、③農薬の残留等の専門家体制を整備しています。 

（２）相談窓口を設置します 

輸出に取り組もうとする産地や流通・販売業者などが電話、ファックス等で問い合わせができるよう相談

窓口を設置しています。また、全植検協のホームページ上からも問い合わせが可能です。 

（３）産地等の現状把握を実施します 

産地等から輸出に関する意向、現状、課題等をお伺いし、相談の受付から実際に輸出されるまでの取り組

みを「輸出産地カルテ」として記録し、産地等における取り組み状況を適切に把握します。 

（４）専門家による技術的サポートを実施します 

①現地サポート体制の構築 

伺った課題に基づき、サポート事務局において、課題等を解決するために適した専門家を選定し、選定し

た専門家と具体的なサポート方針を検討した上で、現地の関係者を含めた現地サポート体制を構築します。 

②技術的サポートの実施 

サポート方針に基づき、専門家の現地派遣を中心として、栽培体系、農産物の生育状況、病害虫の発生状

況等の産地の実態に応じた継続的な技術的サポートを実施します。 

（５）商社等の貿易業者や通関業者、流通業者等の紹介の実施 

輸出に取り組もうとする関係者に対して必要な紹介等によるサポートを実施します。 

    

 

 

 

● 輸出先国の規制に対応するためのサポート事務局 
   一般社団法人全国植物検疫協会内 

    T E L  020（1182）1520   FAX  03（5294）1525 
Emai l  support@zenshoku-kyo.or.jp 
U R L http://www.zenshoku-kyo.or.jp/consultation/ 
住 所 〒101-0047 東京都千代田区内神田 3-4-3 伊田ビル  

 

● 各地域にも相談窓口を設置しています。 （ 2 0 1 7 年 6 月 現 在 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サ ポ ー ト 事 業 の 相 談 窓 口 
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※ 相談窓口の対応時間は、月曜から金曜日（行政機関の休日を除く）の午前 10 時～午後 5 時までです。 

各地域の相談窓口に電話が繫がらない場合は、サポート事務局に直接お問い合わせ下さい。 
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